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留萌管内産米ＰＲキャラバン隊来訪（１１月５日） 右から「ＪＡ南るもい 橋村組合長」

「ＪＡオロロン 長谷川組合長」「ＪＡ苫前町 松原組合長」「ＪＡ宗谷南 向井地組合長」

「ミス北海道米 盛 彩奈さん」



ミルクフェアは、平成１７年から開始され、毎年好評となっている

事業で、道内よつ葉工場に出荷している生産者から女性を対象に各農

協２名と職員１名の構成で全道より7班、６３名が、どさんこプラザ
で消費拡大運動に参加しました。

当農協からは、風烈布地区の戸澤宏美さん、本幌別地区の菊池静子

さんと営農部の村田職員が参加し、宗谷管内３ＪＡ、９名が２５日～

２７日の３日間の日程で、まだまだ暖かい東京へと向かいました。初

日は、（株）よつ葉乳業東京支店でよつ葉乳業の歴史や販売実績の状

況、乳製品の情勢などを研修し、翌日行われる会場の下見をした後、

初日担当していた根釧地区の皆様との交流会を行い、ミルクフェアの

労をねぎらうと共に明日の宗谷地区の担当者を激励して頂き、他地域

の生産者の皆様と親睦を深める貴重な時間を過ごさせて頂きました。

翌日は、午前の部をＪＡ中頓別が担当し、午後の部をＪＡ東宗谷と

ＪＡ宗谷南が担当することとなりました。午前中は東京観光でお台場

を散策、午後から女性は牛柄のエプロン、男性はよつ葉のハッピを着

用して「北海道の牛乳はいかがですか、私たちの搾った牛乳の乳製品

です」と宣伝し、実際に試飲をしてもらいました。「すごくおいしい

ね。」、「どこで売っているの？今度からよつ葉の牛乳にします。」

などの声を頂き、皆さん笑顔で消費拡大運動を楽しんでいました。

１０月２１日～２９日の期間中において、毎年恒例となっております、「よつ葉ミルクフェアin東
京」が有楽町にある北海道どさんこプラザ内で行われました。（宗谷管内の担当は２６日）

また、よつ葉運営協力会として、風烈布地区の落谷雅人さんが最終日を担当しました。

その日の夜は、消費拡大運動の労をねぎらい、次の日の担当で

ある十勝の皆様を激励し、東京の最後の夜を楽しみました。翌日

はスカイツリーに登り東京を一望、隣接している東京ソラマチに

ある、よつ葉直営のカフェ「ホワイトコージ」で名物の「白いパ

フェ」を食べながら、参加した方々は、「疲れたけど、機会があ

ればもう一度参加したい。」と口々に話されていました。

消費拡大運動の期間中、どさんこプラザへの来場者数は４３千

人、試飲数１８千人で売り上げが４１９千円でした。宗谷管内担

当日は、来場者数７千人、試飲数３千人、売上が６８千円と日曜

日という事もあり試飲数、売上共に多くとても忙しい中、頑張っ

て頂いた皆様本当にお疲れ様でした。

白
い
パ
フ
ェ

よつ葉乳業東京支店にて研修会

９００ｍｌの牛乳パッ

ク、道内ではイトー

ヨーカドーにて販売

ホワイトコージ

お台場を散策しました



１１月５日、留萌管内産米ＰＲキャラバン隊が、当農協を来訪しました。

キャラバン隊は、留萌地区農協米対策協議会及び留萌地区北海道米食

率向上戦略会議のメンバーで、会長のＪＡ南るもい橋村組合長とＪＡ苫

前町松原組合長、ＪＡオロロン長谷川組合長の他、留萌振興局、ホクレ

ン留萌支所、ＪＡ留萌地区青年部（米ファイター）やミス北海道米の盛

彩奈さんら１３名が留萌管内産米の食率向上と地産地消、ＪＡ生活店舗

の取り扱い推進で訪れました。

今年の留萌管内産米は、１穂あたりの籾数がやや少ないものの低タンパ

クで品質の良い物ができたとの説明を頂き、向井地組合長は「米価が下

がっており大変だと思いますが、日本の米を作っている誇りを忘れない

でほしい」と激励しました。

また、２０１４年産の留萌管内産米は、低タンパク米出荷率が１０月

３０日現在で８２％と全道平均を上回っており、留萌管内産米の「ゆめ

ぴりか」はスッテカーが貼っているので、ご購入の際は確認して頂きた

いと述べ米を贈呈して頂きました。

ミス北海道米からは、ななつぼし

が贈呈されました。
留萌地区青年部の皆様、今年からコ

メレンジャーネオと改名されたよう

です。

キャラバン隊との意見交換会

留萌管内産米の証しであ

るスッテッカー

１１月１６日～１７日の２日間に渡り、道内畜産事情現地調査の為、

農林水産省生産局、原田畜産部長ら３名が宗谷管内を来訪されました。

１６日はＪＡ稚内、ＪＡ北宗谷の酪農家を視察し、１７日はＪＡ宗

谷南、ＪＡ中頓別町、ＪＡ東宗谷の酪農家やＴＭＲセンターを視察さ

れ、当農協では、歌登中央地区の廣川牧場を訪れました。

廣川牧場は、平成２１年度の農場リース事業を活用し新規就農した

牧場で、原田部長は農場リースの内容や現状の課題、酪農仲間に関す

る話題で意見交換が行われました。その中でも就農当時の苦労した事

や新規就農者同士の付き合いや、先輩酪農家の方々との関わりについ

て熱心に廣川さんの話に耳を傾けてており、廣川さんが酪農ヘルパー

に所属していた事もあり、スムーズに地域に溶け込めた事を聞くと安

堵の表情を浮かべていました。

今回の現地調査により、宗谷の酪農現場の生の声を聞くことが出来、

これからの酪農発展の手助けが出来る様参考としますと、宗谷を後に

しました。



10
月
21
日
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
で
酪
農
女
性
数
名
を
対

象
に
「
子
牛
を
高
く
売
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
が
行
わ
れ
、
当
農
協
の
酪

農
生
産
部
山
本
課
長
が
講
師
に
選
任
さ
れ
、
子
牛
を
高
く
売
る
為
の
コ
ツ
を
紹

介
し
ま
し
た
。

家
畜
市
場
の
セ
リ
の
様
子
の
写
真
を
使
い
、
高
く
売
れ
る
牛
の
体
付
き
の
違

い
や
、
高
く
売
れ
る
牛
の
管
理
方
法
の
実
践
例
を
紹
介
し
、
今
後
の
営
農
の
参

考
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
話
し
、
最
後
に
「
今
の
ま
ま
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い

の
で
出
来
る
事
か
ら
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
個
体
販
売
も
大
事
な
収
入
な
の
で
、

少
し
で
も
高
く
売
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

10
月
29
日
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性
部
の
経
営
、
生
活
、

創
意
工
夫
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
よ
り
、
農
作
業
の
合
間
を
見
て
制
作
さ
れ
た
、
絵
画
や
陶
芸
、
裁
縫
な

ど
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
他
、
ゴ
マ
プ
リ
ン
や

カ
ボ
チ
ャ
団
子
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

奥
出
女
性
部
長
の
挨
拶
の
中
で
、
ゴ
ミ
袋
の
値
上
が
り
の
話
な
ど
か
ら
、
普

段
の
生
活
を
工
夫
し
て
、
よ
り
良
い
生
活
を
築
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。



乳
用
牛
の
改
良
に
欠
か
せ
な
い
遺
伝
子
情
報
は
、
各
検
定
牛
の
体
の

中
の
細
胞
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
左
図
の
よ
う
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
と

し
て
書
き
込
ま
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
カ
ー
を
利
用
し
、
血
統
情
報
や
こ
れ
ま
で

の
牛
群
検
査
や
、
抗
体
検
査
で
蓄
積
し
た
遺
伝
情
報
と
併
せ
て
遺
伝
評

価
処
理
す
る
こ
と
を
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
と
い
い
ま
す
。

２００本程度採取

◆
遺
伝
的
能
力
の
予
測
精
度
向
上

◆
牛
群
の
中
で
一
番
良
い
未
経
産
牛
が

分
か
り
、
後
継
牛
を
残
せ
る
よ
う
に
、

精
液
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

◆
世
代
間
隔
の
短
縮
に
よ
り
、
遺
伝
的

改
良
量
の
増
加

◆
各
未
経
産
の
特
徴
を
把
握
で
き
、
良

い
と
こ
ろ
を
活
か
し
な
が
ら
、
後
継
牛

を
生
産
で
き
る
。

左
の
図
の
よ
う
に
塩
基
が
各
検
定
牛
で
異
な
る
部

分
の
こ
と
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
上
に
数
百
万
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
て
、
検
査
方
法
は
毛
根
採
取
に
な
り
ま
す
。

ゴミや古い毛を取り

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
に
申
し
込
み

申
請
を
す
る
に
は
、
牛
群
検
定
に

参
加
し
、
体
型
審
査
を
受
検
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

料
金
・
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
授

精
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！



11
月
25
日
枝
幸
幼
稚
園
に
お
い
て
、
青
年
部
の
食
育
活
動
の
一
環
で
あ
る
、
牛
乳

に
ま
つ
わ
る
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
を
し
た
の
は
、
森
次
部
長
で
、
牛
乳
の
生
産
現
場
か
ら
流
通
、
そ

し
て
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
を
ミ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
、
森
次
部
長
の
演
技
力
も
あ
り
、
子
供
た
ち
は
紙
芝
居
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
紙
芝
居
終
了
後
は
「
み
る
き
ぃ
ち
ゃ
ん
」
よ
り
児
童
全
員
に
牛
乳
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
大
喜
び
の
様
子
で
し
た
。

最
後
に
、
「
み
る
き
ぃ
ち
ゃ
ん
」
と
記
念
撮
影
を
行
い
、
「
い
っ
ぱ
い
牛
乳
を

飲
ん
で
ね
」
と
枝
幸
幼
稚
園
を
後
に
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
子
供
達
が
、
牛
乳
を
沢
山
飲
ん
で
く
れ
る
事
を
願
い
な
が
ら
、

今
後
も
食
育
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

青
年
部
食
育
紙
芝
居

地
区
懇
談
会

12
月
8
日
・
9
日
で
地
区
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
組
合
長
の
挨
拶
で
、
寒
波
が
襲
来
し
牛
舎
の
水
道
な
ど
凍
結
で
苦
労
さ
れ

て
い
る
中
出
席
さ
れ
た
組
合
員
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
懇
談
会
が
こ
の
時
期

ま
で
遅
れ
た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
状
況
や
Ｊ
Ａ
改
革
等
の
近
況
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

農
協
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ
り
若
干
の
収
益
減
と
な
り
ま
す
が
、
今
期
の
決

算
に
は
良
い
報
告
が
出
来
る
様
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
頑
張
る
事
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
乳
生
産
は
11
月
中
旬
で
、
前
年
対
比
１
０
０
％
を
超
え
ま
し
た
が
、
今
後
離

農
等
に
よ
る
乳
量
減
産
分
を
確
保
し
て
い
く
の
は
難
し
い
も
の
の
、
乳
価
が
90
円
台
と

な
り
所
得
向
上
に
は
増
産
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
乳
価
と
増
頭
助
成
金

が
生
産
意
欲
に
つ
な
が
り
、
来
年
度
は
さ
ら
な
る
乳
量
増
を
皆
様
に
お
願
い
し
、
最
近

の
酪
農
情
勢
や
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
触
れ
、
農
協
改
革
も
含
め
、
酪
農
情
勢
が
刻
一

刻
と
変
化
し
て
い
く
中
で
苦
労
も
多
い
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
か
ら
、

様
々
な
意
見
や
要
望
が
活
発
に
出
さ
れ
、
有

意
義
な
懇
談
会
と
な
り
、
今
後
も
皆
様
の
意

見
や
要
望
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
懇
談

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昼
食
は
、
２
年
前
か
ら
オ
ー
ド
ブ
ル
で
テ

ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、

和
ん
だ
雰
囲
気
の
中
で
も
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
是
非
奥
様
方
も

参
加
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
意
見

交
換
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



厳寒期になると、エネルギー要求量は増加します。また、

牛体が汚れていると要求量はさらに増加します。

栄養不足は免疫力の低下を招き乳房炎を発症しやすくなり

ます、牛体の衛生に心掛けると同時に、乳成分を確認したう

えで適正な栄養管理をしましょう。

外気温が下がる秋以降に、菌数が上昇する場

合、ボイラ―の能力不足による洗浄不良が疑わ
れます。洗浄水温（開始７０℃、終了４０℃）

の確認をしてみましょう。

寒さ対策の為に畜舎を閉め切ると、湿気がこもり牛

床が常にぬれた状態になり細菌数が上昇します。冬

期間でも適正な換気に努めましょう。

牛舎内で牛を飼養するには、２４時間連続して換気がされているのが理想です。

夏期間の換気は暑熱対策、冬期間は除湿対策を主目的とします。牛と人にとって、換気レベルが高いこと

で健康や生産性が改善されます。今一度、冬の換気について考えてみましょう。

表 1 乳牛１頭あたりの換気必要量              /時

     牛の種類    夏 春・秋 冬

仔 牛  （ 0 ～  2ヵ月）
育成牛  （ 2 ～ 12ヵ月）
     （12 ～ 24ヵ月）
成 牛  （630ｋｇ）

170 
221 
306 
798 

85 
100 
136 
289 

25 
34 
51 
85 

表 2 ホルスタイン乳牛の

水分生産量   ｋｇ/日

気温 水分生産量

－1℃
10℃
26℃

11 
14 
25 

表 3 乳牛の年齢と乳期別の環境限界温度の上限と下限

    牛の種類    下限  上限 

仔 牛  （哺乳期）

育成牛  （体重 50～200ｋｇ）
乾乳期  

泌乳期  （最盛期）

 13 
 -5 
-14 
-25 

26 
26 
25 
25 

宗谷農業改良普及センター、Ｈ２５技術情報No.12参照

牛の月齢別の換気必要量を表１に示しました。冬の換気は夏の１/６～１/１０程度で十分です。
また、成牛の１日の水分生産量は氷点下でも１１ｋｇあり、５０頭牛舎では１日当たり５５０ｋｇの水

分が発生します（表２）。もし、冬期間に牛舎を閉め切って換気を怠ると、牛舎内は過湿状態となり飼養

環境が悪化しますので、冬期間の換気は夏の１/１０程度の換気量で、可能な限り牛舎の上部の空気を静
かに外に排出するようにしましょう。（上部の空気は水分を含んで汚れています）



今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
、
毎
日
の
作
業
の
他
除
雪
作
業
が
加

わ
り
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
道
内
で
は
、

局
地
的
な
暴
風
雪
の
発
生
や
最
深
積
雪
の
更
新
な
ど
、
厳
し
い
気

象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
１
２
月
の
数
年
に
一
度
の

暴
風
雪
は
記
憶
に
新
し
く
。
畜
舎
の
被
害
や
、
集
乳
ロ
ー
リ
ー
の

運
行
に
支
障
が
生
じ
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
数
年
、
畜
舎
や
Ｄ
型
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
に
お
い
て

は
、
全
壊
や
半
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
老

朽
化
し
て
い
る
施
設
に
係
ら
ず
、
こ
ま
め
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

行
う
な
ど
対
策
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
行

う
際
は
、
必
ず
家
族
な
ど
に
伝
え
て
か
ら
行
う
事
や
、
で
き
れ
ば

二
人
以
上
で
作
業
す
る
な
ど
、
万
が
一
の
事
故
を
考
え
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

他
に
も
暴
風
雪
時
に
は
、
停
電
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
発
電

機
な
ど
の
停
電
対
策
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
停
電
で
使

用
不
能
と
な
る
設
備
を
確
認
し
、
通
電
の
優
先
順
位
を
決
め
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
最
新
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
早
め
の
準
備
、
安
全
な

作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
11
月
1
日
よ
り
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
、

家
庭
用
で
平
均
15
％
・
業
務
用
で
平
均
20
％
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
、
酪
農
に
お
け
る
搾
乳
機
械
や
バ
ル

ク
ク
ー
ラ
ー
等
の
電
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、

２
年
連
続
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
大
き
な
痛
手
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
為
、
経
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
範
囲
で
あ
ら
ゆ

る
手
立
て
を
講
じ
な
が
ら
、
節
電
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

生
産
現
場
に
お
い
て
は
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
冷
凍

機
フ
ァ
ン
や
換
気
扇
等
の
埃
や
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
動

力
の
効
率
を
良
く
し
た
り
、
不
必
要
な
電
力
の
使
用
状

況
を
改
め
て
見
直
す
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
参
考
例
と
し
て
平
成
24
年
の
計
画
停
電
時
に
、

あ
る
酪
農
家
の
節
電
対
策
と
し
て
、
検
証
し
た
結
果
を

紹
介
し
ま
す
。

電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
る
節
電
対
策

検
証
し
た
酪
農
家
は
、
60
頭
つ
な
ぎ
飼

い
牛
舎
で
年
間
出
荷
乳
量
５
０
０
ｔ
、
４

０
０
０
㍑
の
バ
ル
ク
、
搾
乳
ユ
ニ
ッ
ト
6

台
使
用
し
て
い
る
牛
舎
環
境
で
の
動
力
割

合
の
一
例
で
、
牛
舎
内
の
電
力
使
用
量
の

内
搾
乳
作
業
に
関
わ
る
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー

と
ミ
ル
カ
ー
で
、
約
半
分
の
消
費
電
力
量

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

検
証
１
．
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
冷
凍
機
の

洗
浄
す
る
前
と
洗
浄
後
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
で
１
日
当
た
り
30

分
早
く
止
ま
る
結
果
と
な
り
月
当
た
り
で

計
算
す
る
と
約
15
時
間
の
削
減
と
な
り
、

７
．
５
ｋ
ｗ
と
し
て
考
え
た
と
き
７
．
５

ｋ
ｗ
×
15
時
間
で
１
１
２
．
５
ｋ
ｗ
／
ｈ

と
な
り
消
費
電
力
量
の
２
．
６
％
の
削
減

と
な
る
。

検
証
２
．
プ
レ
ー
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置
と

設
置
前
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
プ
レ
ー
ト

ク
ー
ラ
ー
設
置
前
に
比
べ
設
置
後
は
１
時

間
20
分
早
く
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
が
止
ま
る

結
果
と
な
り
１
月
当
た
り
39
時
間
の
電
力

の
削
減
が
み
こ
ま
れ
、
７
．
５
ｋ
ｗ
×
39

時
間
で
２
９
２
．
５
ｋ
ｗ
／
ｈ
と
な
り
消

費
電
力
の
６
．
７
％
削
減
で
き
る
結
果
と

な
っ
た
。
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